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なら工事事館 工芸教室

輔の工蓄に興篠崎る人制 .に酎酌代表日工芸作酢デザイナーを

B舞踊lご迎え .礎的制食街彼涯の穆帽をめざしま.
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1・5岬 1
1再開刷

間刻門

S叫

..~伺

-刷

1，.oooPl 
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包年.電断.サ検定名(/iiI.:'!'食事については午前 下僚の.のど九らか)

6JQ-SJ46.阿字万字'11 1 D27-00331ヘー多い場合同繍払

'申し込ヨ与…絞彼はが，に住所 氏

，番Lで 11 1121日H に同鎗(マ
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生涯楽習大学
0..クツ円増血
舞伎を対象にじた 恒R債を考える食.作りと摩銭
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属高 奈良伎鍵女学院短期入学.任.隔の偽植

美紀子" .持ち鯛 エヲロ ν 三角巾ハン

デ'"ル 砂同伊し帥 往復"吋 I:M!i't;と
I'~}， tt!fr肘{川州開問針
生涯現島曹人予の受場置を縛うている人は受傷事，.

号制相"様、.時)の人"その民団

いて 川''"目玉l.I'"1''llf学習七〆ター{円".
8 J~1杉イケ町" 包 26-88111へ.枚に

人1揚腹開拠句.受傷特は線終.多も場*IJ.I1 

}l!4日明1鳴から伺セ〆ターで公耐.

国 怒話術誌

a町労iJ2'8li11陥tセンター u且£昌BJII.盗且lilM
':tン・アクティブ奈良 感謝DAY
勤労酬明に'開閉して叩しを札制
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る4審決公です λ喝n陶
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視野硲金銀へ温・しで(toきL
強径予防...受ける前1:r予防待値と
"もの健厳jをよ〈儀んで受けて"

Sい縛ってL 会L 人"各'"待慣.
勾微L怪..趣聞かe役碕衛生.で受け取
ヲでU!角い

.'重寸，-.町..告どで同織の彼自惨.受

診した人は合l.'"町重ぜん.まえ 現4藍
.・呼'.人過去に手術金受111""守糊
醐盆10"'" /.入は J主帽に伺訴しで

<U~い

自の健康相駁日
県眼科医会1"民終で開きます.

砂田 1111I・目。砕後2時一川 ・
とこる 県医師会メヂィ指ゐ4ヒン，←

{田市 崎、倉同時四酬鳳

眼特医会の穐開きλ(..07・4-22

-8502) ". 

アルコール関連問題懇際会
市民大会 『険賓と酒曹についてJ
~ 1: !!-'- l l Il 16日府後 l 開孝一川，

H ころ一中央公摘はヰ.. . 

・し抽 不要.当日師会滑へ糾

.問い合わ留一同制肝叫{酎 』

一‘;s 61 A、

館被住民機惨

胴船主・耐 「醐柵デー」

続桟U.1f:命令る綱.でまだ.，誌にu
t主〈念ョでいません 肉分のため また

みん，の企めじ与に一度 1 j.~1"織自診を受

付与繍婚蝿ι.めましょう
・と@…，'11 "四ω午前9時章一 11時
・とこる 総合匹・検金セン，- .，t ・k-"".以.，命学"'.-&綬宅待.
事司住所で受.する人".く) ・刺盆…

刷 ・肌噛同 一市役柑白色謀、

予防簿
*の予防待縄.・g・!;-iてで行います.

種

ァ ー忽 SI構尿病

からだの悩みよろす欄筒

(老A震橿淵基づ〈成人健康相裂)
..，，'''，で鏑;，.~..，:t. ^'l酬し
て〈白、四日開岡崎"

，れ奮す骨盤.に・.. ・，帳.. 重します.

・と管一川IIIHI"午後』略孝一4時
・ところ .・4陸ン'一 ・J;，j."，.1f;人

間し帥ー闘で市酬.制昼寝へ。

G贋ゆが

帥肘縛ヲて取の俵い同醐川t

S 織樋日企チ約L予...もら勺てく
"れ(目唱削時同酬の休e
11. 4月 t・"'除"，
予釣岡1:1#..矧.，予診察 .子健
康ず.H'ヲて 子どもの.・S米軍のよ
〈わ泊る人が阿行Lてく"~ " 
a脹油相.がないと受けられまぜん.・底入
信ゃ憶の事情で組組*の，い人ω 市役

子
ど
も
の
詩

た

ぬ

き

の

ら

よ

金

ば

上映試写会

河瀬直美監各作品

「欠:垂j
む
た
し
の
丈
ぬ
き
の
も
よ
盆
ぼ
こ

し
が
ら

S
で
買
っ
た
九
よ
盆
ば
こ

い
っ
ぱ
い
に
会
ワ
た
ら
何
し
よ
う
・

本
を
買
お
う
か
な

む
い
し
い
街
喜
み
ん
な
に

お
さ
ろ
う
か
な

み
ん
な
で
ひ
』
今
与

の
れ
る
か
な
ゐ

で

も

ゲ

ー
ム
も
や
り
ヌ
い
会
@

“
に
け
ど
そ
の
ゆ
め
を
か
な
え
る
に
は

t
F
-
E
E
Y
E
t
 

-
平
2

3
書
ニ
t

Ltて
お

1

療..出身で 000園カンヌ
験薗領新λ』監留貨を受賞した眼圃
医笛河凋直奏さAA衡伶が売却
しまは.欄.ふれる回開

を鋼舗とした窓...です

策・公開予定のと"""'"区写

愈を 盆聞に究車"で千乱"安..

zzvm出品園

一名
小
学
綬
山一一年

森
岡
礼
佳
さ
ん

-ととろ なら1∞卸会

伊良.胴輔H 聞きH

・と!!，.， 11河川回目ト正午 惨とこる一目民

文化会館 I.RA路町 ..細網 誕併

・ ・ い込み...~要 ・内曹 膏副賞 自民集

I I!IOc. ...ot'" 1::: ~ .恥合同一鴨
成人歯科健康相 談 |鱒尿..舎'費局{滑れづ欄酬綱

.椅医闘が相舗に6じます むし備や l院債2賓館内 ..0743-63-561

酬.凋入札・'l/;'U 1:聞する{.Ik!.:" I 1仰~

国 l川"日昨後 1時

鑑(ニ粂宮前町) ・・舗網

剛 砂間 t刷人 ・

0し込み…往復"がきに催し
名佐橋氏名智齢電話

.号を3・Lて 11ft凶日まで
に市役所侵光線ヘー

低利自還.



二集大館南一了目，-，〒63CJ.a580

ーナーl健郎云-
，・a・m・1..".ttl'.，f;Wな".
すみ"わ巳.・・Eぃ，司t.....~ 1:'で
同・m検..・..似たAllf:.."句ま

ぜん Zた .. 主治・"人・.tl>f'
織を4をけf人<-柵曹倫俊』令.，t，人"
J凶曜に柵Lて〈行暑い

'障で.陵情・a・s・a・.'、."l1li'S・LO!O'" 
鴫l:ôl"~I "1 ~削・，..."fh-f・

新生児ー妊産婦簡悶
'予感 創.-，拠で・んでいるS也悟，

ん舗‘.，・"'て..嘗，・ a凶.・
州叫すので削E削口〈尽きh

，.， 一倍・・ 幽・"・，*...，.. 
生ItZ.llt で".+~ ・・1..;1.I"，，---!t
子健....，"UJれτいる艦・Uがs
aトa旨司監理IU'，ι..・...いてS量
するか闘で..'，ftol;・E・岨h

重

鍾.，ん鯛tで司帳''"ご"ぜんか

...a 't!11II'J' 41!f)・e・・・5入
l ・a闘とし-r 3 k1~1II守~'" AI. 17日"
d砂例."嶋崎市.掴・m弓<， 帽̂で4堂島
で..人 . 1;<: ~ 偲・4ヒ~.- ・
削・ ・{..r...日奥 同
し抽岡山1:!lJl;.~"崎
電I!''t.I帆.予竃阻ぬ.."".τ
"周l(IUJで6市侵噌・・・a・・.'、 多
、・・ruU

" 
m @ 

乳がん倹It量録
医.健闘の追加
...帽山川町四畑
山 1"101'.t融制岡，:<<I!州
司書ι，ヒ令1.，.....1'.1-どは......噌h合同日れ

崎町'''''~ilh M: rli:.町'"

H ・"

腕

簡がん例候ι・1'''.''・・Lています
'1'-1:-1(1:."ん倫.tt:u...闘機見
L. ..に"め'"令。
，.・ω.以 Lfl人{雌樋"除《
・..聞陽一年1M ........1曜目闘の.
u酬附m健闘酬t:ll.<，)-'l9
L峰山酬明書.仰酬l た"'吻

ill:U 企4陵情".' ttlを側.鍾鍵.曹の
人11".ft伺ゐ l・ι込.・"・ι蜘曇J
岬 し抽 帽でM個別でに岨

.岡崎..'、 ，そ崎 帥崎.

..，..の~.，...^... すみ~""f:.

'参績んO' 

•• 
倹a・".l1li111.です
，.，民一H.U~.f) A (絞・M除".Jt..蝿...fI< I・ .!I.'司 "H-ω・liJ1.oooPI叩山川回
優..民.."'.1.1:.'時{・し込み時1
・"・" ，・し込ゐ 司E碕で"'H・
日間市酬H・.. へ 叶 崎

E参続んが• 
すくすく網際

..，!<，t今IC;Iぺ""'， I・"ヲて
"，・・，ぃ "‘と""U)f'C>宵抱
の(H;・"脅か自ら砂、 ，把6つもて側首長

で， .. ・..ぃ，.など 子，もの4しゃ

6・.uで~I: t.:ゐニ t 11"・tit.<..>I'
岬醐AII'HI'吋叫け令
".寸"同市-'-""聞1
，.・ 1...".~.J での島理 ・
.ζ， ・."'，，- ・・，..ー電

E げよう善賓の紛

::mpTZJ叫が117白:iiA自i:再f
:iuq:552tliui:Hiiiii 
みZZL:トク弓7luffi;;ρi
2000HWhM-17 ZEAIE 4=:E 
e-2ud--H・叫同 zu高高2-au
m 一陣岨 M組問削&.1<

4砂リ -~t" ・H幽陶舎白幽

取コ-1"- ~ 除、I!l IJU-.."{回

-ふれあい犬舎
チャリティーバザ
，-叩叫H醐・閉きまれ
とe吋 IIlll・M州 首岬 』惨ところ-
a倫稲怯.，，，，， :!駐<<JiT目 ，内
...(.::."".，. ト +..'1+<ーバザ
ー川け..:.-..プ~I: .....，合
同 州げ 由利岡~

-Z-一
J
L
h
占

Z
E2
2・
需

.

1
1
i
?目

-z
k
t
w
A
Z町
一

占

E
R
a
t
-
K

!
1
2
1
1
 

i
-i
i
n
 

i
;
i
 

指
事
・
"E
i
i
;
H阿

E
*-F
V-
2
-1
 

↓

z
a
-
-E
a
 

s--一
Z
4
'盟

主
一

-
S合一
了
目
一
-
一
方
向

.膏薫E金チャリティーバザ-
.t'l!"'ll月7211./.-嶋崎惜2嶋

' とごろ" '!'央公民館 I~_.. I:II ~ 
鳳蜘健 闘岬刷 倒，~刻、

.111際ソロブチミスト奈良
チャリティーバザー
.t'l! -11周・・日哨・u・4 ・3・

H日.."'f""，醐宥 ，肉
• -811ーιる"・・ a‘・・・金R

.・ e‘'“.. ，λ・"‘'寄金
叫 ・.~\1!l1J径一 四叩プチミ
，ト"，圃fH A-創刊，.'"-， 

.. ‘.・.総m が障が績に"

-奈良鋸歯学綬PTAパザー

国議員Rf料品



道
路
は
み
ん
な
が
使
う
大
切
な
も
の
で
す

:
通
行
の
妨
げ
に
な
る
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
!

進
協
は
み
ん
な
が
濁
る
と
と
ろ
で
す
・
路
上
で
通
行
の
妨
げ
と
怒
る
も
の
怯
交
通
事
散
の
原
因
と
行
ゆ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
e

だ
れ
も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
快
適
忽
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う一
.

i・路で
危険訟溜ぴを
しないで
くぜさい f

l問い古わ世]市役所道路背理課へ。I
表紙鑓": ~，村公彦

!
i
i
i
n
e
-
-
"
i
i
i
;ー
ー

?
A
l
t
-
i
j
i
l
t


	11月3日「文化の日」に奈良市表彰式
	姉妹3都市親善体育大会を　慶州市で開催
	古都・21世紀～歴史をいかす町づくり
	公園ボランティアに三十八人を委嘱
	平成12年表彰式　市の表彰に輝く人々　11月3日「文化の日」に113人を表彰
	第13回奈良市建築文化賞
	奈良文学散歩　「大和の道」西脇順三郎　佐保川の堤をあるく
	まちのホープ　若草中学校剣道部
	古今の美を訪ねて　美術館・博物館めぐり　寧楽美術館
	東西南北
	女性特派員いきいきレポート　はじめましょう　まずはアイドリングストップから
	行政
	催し・教室
	部落差別解消に向けて　隣保館（室）で人権フェスタ・文化祭
	人権学習講座
	古市ふれあい人権フェスティバル2000
	史跡文化センター主催事業
	ならチェンバーオーケストラ定期演奏会
	スポーツ
	なら100年会館催し案内
	公民館
	公民館フェスタ2001　親子絵画教室～世界遺産を描く～
	なら工藝館　工芸教室
	サン・アクティブ奈良　感謝DAY
	生涯学習センター　生涯楽習大学
	河瀬直美監督作品「火垂」上映試写会
	健康のコーナー
	善意銀行
	道路はみんなが使う大切なものです　通行の妨げになる行為はやめましょう！

